


























要約:

1)地域の周産期医療施設の実態を明らかにするための産科および NICU の調査用紙を作成

し、さらに調査票に基づく評点につき検討した。

2)本調査票は各周産期施設の整備状況や活動状況の比較や、地域の周産期医療整備状況の

検討に有用であると考えられた。

3)各地の周産期医療施設を調査したところ、9床以上の狭義の NICU を有する施設は 68 (こ

のうち社会保険で新生児集中治療管理加算が認められる施設は 52) であった。これらの

施設は、人口の多い都道府県に集中しており、 14 都府県では複数の施設(合計 53 施設)

が存在しており、 1施設があるのが 15府、 1施設もない道府県が 18 あった。

センター的な施設を狭義の NICU6 床以上の施設とすると、全国に 137 施設(社保 96 施設)

あり、 1 施設もない府県は 5であった。 137施設のうち産科施設を有しない施設(こども

病院等)が 13あった。

4)新生児医療に従事している医師数を推定するために、狭義の NICU を 3 床以上有すると

回答があった 284 施設の新生児医療に関与している医師の数を集計すると 769 名であった。

この中には小児科を兼務している医師が多いので、今後の周産期センターの整備のために

は、要員の確保のための対策が必要であることが明らかになった。


